
�. 序 論

｢環境経済学の父｣ と呼ばれた����クネーゼ (���������������－����) は����年代を
中心に, 水質管理の経済学的分析に取り組み, ��年代以降は物質収支 (���������������) の
研究にその軸足を移していった｡ ��年代は, 後に触れるように, エコロジー・エントロピー経
済学と呼ばれる分野が存在感を高めつつあった時期であり, クネーゼの物質収支アプローチも

そのひとつとしてこれまで多くの文献で紹介されてきた (���������������������������������������������������；岡 ����；����；工藤 ����；����；寺西 ����など)｡ この
ような論じられ方は, 何ら誤ったものではなく, むしろ環境経済学におけるクネーゼの知名度

を高めるうえで大きな役割を果たした｡ しかし, クネーゼがそれらの文献の中で, ��年代前後
に現れたエコロジー・エントロピー経済学における同時代の代表的議論, 例えば��������
(����), ����(���������), ���������‒������(����), ����������(����), 玉野井 (����)
などと同列に語られることは, それらの大きな共通項でもある生態学・熱力学という自然法則

の枠組みから経済学のあり方そのものを問い直すというある種壮大な思想的特徴がクネーゼの

議論においても結果的に強調されることになり, それによってクネーゼの物質収支アプローチ

の意図 (政策論的側面) が正確に理解される機会を妨げてきたと言える｡

例えば, 寺西 (����) ではクネーゼの物質収支アプローチの意義を, ｢第一には, 財・サー
ビスの市場的交換 (または商品交換) を通じた経済取引のみを主題としてきた伝統的な経済学

の体系では, 人間の経済活動におけるいくつかの重要なプロセス (特に廃棄物加工処理のプロ

セス) が基本的に脱落せざるを得ない｡ その脱落してしまうプロセスを明示的な形で分析対象

に据えることを可能にしたこと｣, ｢第二には, それによって, 人間の経済活動が, 生態系を含

む自然システムとの独自な連関構造の中で基本的な制約を受けざるを得ない存在であることが

明らかにされたこと｣ と論じている (寺西 ����, ����)｡ また, 工藤 (����) では, ｢これ
[自然界から取り入れられた物質やエネルギーがそれらの間を流れながら廃物・廃熱としてど

のように自然界に放出されているかという収支分析] によって従来看過されがちであった廃棄

物処理などの重要性をクローズアップすると同時に, 経済活動が原材料など供給面でのみなら
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ず, 廃物や廃熱の処理・浄化面でも生態系の強い制約下にあることが示される｣ (工藤 ����,����)｡ 岡 (����) では, ｢物質とエネルギーの保存則に基づいて, 生産・消費が廃物・廃熱
を常に生み出し続ける過程であることに着目し, 経済過程における物質とエネルギーの収支を

明らかにする分析を提唱した｣ (岡 ����, �����) と評されている｡ このように, 物質収支ア
プローチは, 経済過程の素材面における収支分析の提唱および, それによって経済活動が自然

法則に規定されることを示したことが最大の学問的貢献であったと評価されてきたのである｡

では, クネーゼにとって物質収支アプローチはどのような位置づけとなっているのか｡ それ

は彼の水資源管理論と連続性を持つ｡ 水質管理論の主な論点は, ①維持すべき水質基準をどの

ように設定するか, ②維持すべき水質基準を達成する, 最も望ましい方法は何か, ③水質管理

を行なう上で最も望ましい制度・組織は何か, ということであった｡ 水質管理論を通じて提示

されたこれらの論点は, 必ずしも明示されているわけではないが, 物質収支アプローチにおい

ても一般化された形で受け継がれている｡ つまり, ①維持すべき環境基準をどのように設定す

るか, ②維持すべき環境基準を達成する望ましい方法は何か, ③共有資源 (�����������������������) の管理を行なう上で最も望ましい制度・組織は何か, ということである｡ ただし,
物質収支アプローチではこれらの論点に対し均等にウエイトが置かれていたわけではない｡ む

しろ, 後に議論するように, 物質収支アプローチで中心的に議論される点は①と②に関係する｡

水質管理論で議論したように, ①経済学的効率性に替わる政策目標として水質基準を設定し,

②それを排水課徴金を通じて最小の費用で達成するというスタンスは変わっていない｡ つまり,

物質収支アプローチでは政策目標である環境基準を, 課徴金を用いて最小の費用で達成しよう

とする最適化問題が論点となる｡

一般的に, 共有資源は経済過程に天然資源などの生産要素や生態系サービス, アメニティな

どを供給する機能と, 生産, 消費活動によって生じる廃棄物を処理・吸収する機能を持つ｡ こ

れらの機能を (特に, 人間社会にとって損害とならないように) 維持し, 共有資源の質を一定

以上に保つための政策目標が環境基準となる｡ 共有資源の質を保つためには, 共有資源をめぐ

る物質の流れ (������������) が把握され, 管理されていなければならない｡ 共有資源をめ
ぐる物質の流れとは, 大きく分けて, 天然資源の取得として経済過程に流出するものと, 経済

過程で生じた廃棄物として共有資源に流入するものの２種類である｡ 環境基準の達成とは, こ

の２種類のマテリアル・フローを共有資源に本来備わっている容量 (環境容量) を超えないよ

うに管理することと同義である１)｡ すなわち, ����������(����) で議論されているように,
環境基準を課徴金によって最小費用で達成するというコンセプトは, 共有資源をめぐるマテリ

アル・フローを制約条件とした最適化問題である２)｡ このように, 環境基準の導出とその最小
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１) すなわち, 第一に, 天然資源や生態系サービスの再生スピードを超えてそれらを取得しないこと,

第二に, 廃棄物や汚染物質の処理・吸収能力を超えて廃棄を行なわないことである｡

２) ����������(����) の３章では, 共有資源をめぐるマテリアル・フローを制約条件とした最適化



費用での達成の際にマテリアル・フローを導入することが物質収支アプローチの核の一つであ

り, 上記の通り, この論理は水質管理論の延長上に存在する｡ 水質管理論によって提示した３

つの論点を引き続き中心に据えながら, 物質収支アプローチでは, 共有資源の質を維持するマ

テリアル・フロー (すなわち環境基準の達成) を制約条件とした最適化問題が重要な問題提起

のひとつとなっている｡ このように物質収支アプローチは, 環境基準を最小費用で達成すると

いう政策的志向の強い問題意識に支えられており, この政策論的側面こそが物質収支アプロー

チの本来の意図である｡ 物質収支アプローチが, 先行研究で紹介されてきたような環境容量に

よって経済活動が規定されるという議論に始まる一方で, 環境基準を達成する最適化問題とい

う政策的な議論に着地することを我々は後に確認できるだろう３)｡

物質収支アプローチは, ���カップの社会的費用論を支えていた思想的背景 (実質的合理

性, 累積的因果関係, 最小許容限度) と親和的な性質を持っているため, クネーゼを扱う多く

の先行研究のようにエコロジー・エントロピー経済学の同時代人との比較を通じてではなく,

むしろカップとの比較を通じて論じられることでよりその意義を正確に示すことが可能となる,

というのが本稿のスタンスである｡ なぜなら, カップの社会的費用論の背景にあった概念を用

いることで, 物質収支アプローチを上記のように水質管理論と連続性を持った議論として, 体

系立てて論じることが可能となるからである｡ 言い換えれば, カップの議論を触媒として, ク

ネーゼの物質収支アプローチの構造を浮かび上がらせることができるということである｡ した

がって本稿では, クネーゼが����年代を中心に取り組んだ物質収支アプローチを, カップの社
会的費用論を支えていた思想的背景 (実質的合理性, 累積的因果関係, 最小許容限度) の観点

から再検討し, その政策論的側面を再評価することを目的とする｡ さらに言えば, この作業を

通じて, クネーゼを環境経済学の系譜に位置づけるという筆者のより大きな研究課題の一助と

するということもこの目的には含まれている｡�. 70年代におけるエコロジー・エントロピー経済学の興隆
現代社会が抱える最重要課題のひとつである環境破壊 (�����������������������) の問

題 (以下, 環境破壊) は, 周知の通り, 主流派経済学において外部不経済として認識されてき

た｡ 外部不経済をめぐる議論は, それを提起したピグーの 『厚生経済学』 (����������) に

����クネーゼの物質収支アプローチ ���

問題が, 数式モデルによって示されている｡

３) 西林 (����) では, クネーゼの水質管理論を, カップ, コースの議論との比較を通じて環境経済学
の系譜に位置づけようとした｡ 本稿では, カップとの比較を通じて, 先行研究で明らかにされてこな

かった物質収支アプローチの全体像を明らかにすることを意味している｡ 西林 (����) では, カップ
の社会的費用論を比較対象として用いる際, その背景にある思想までさほど踏み込まずに, 社会的費

用論そのものを扱った｡ 本稿では, 社会的費用論そのものではなく, 社会的費用論の思想的背景を中

心に扱う｡



端を発する｡ その後第二次世界大戦を経て, 急激な経済成長を世界的に経験した����～��年代
にかけて先進国を中心に環境破壊が深刻化するにしたがい, 外部不経済という理論的枠組みが

持つ課題に対し, 理論と現実のギャップに向き合いながら自らの中心的な仕事として取り組む

経済学者が現れ始めることになる｡ 彼らの議論は, 外部不経済という主流派経済学の枠組みそ

のものを批判する立場, あるいは, あくまで外部不経済の枠組みに軸足を置きつつ, それを現

実の課題に対しより有効性を発揮できるよう修正・拡張しようとする立場の２つに大きく分か

れていた｡例えば,前者に関してはカップの社会的費用論 (���������), コースの取引費用に
よる問題提起 (����������), 一方で後者に関してはクネーゼの水質管理論 (�������������������������������) がその代表例として挙がってくる４)｡

外部不経済を中心とした経済学における環境破壊の議論は, ����年前後を境に新たな局面を
迎える｡ すなわち, 生態学や熱力学 (第一法則 (エネルギー保存の法則) と第二法則 (エント

ロピー増大の法則)) の観点から環境破壊の経済学的議論を問い直すエコロジー・エントロピ

ー経済学という, 素材面の分析を最重要視した分野の出現である｡ ����年に����ボールディ
ングが, 当時クネーゼが研究員を務めていた未来資源研究所 (�������������������������) で ｢来るべき宇宙船地球号の経済学｣ (�������������) という論考を発表したことが
その端緒となった｡ ボールディングは, 従来の経済が ｢広大無辺な平原｣ で経済活動の再現の

ない拡大が想定されていた ｢開いた経済｣, つまり ｢カウボーイ型経済｣ であったが, 経済規

模が拡大を遂げつつある今日の経済においては, 生産要素としての自然資源の取得も, 汚染物

質の廃棄も無制限に行なうことができない ｢閉じた経済｣, つまり ｢一つの宇宙船｣ としての

経済に移行していることを指摘した｡��年代に入り, エコロジー・エントロピー経済学をめぐる議論は活発になっていく｡ ����
デイリーは, ボールディングに影響を受け, すべての資源が代替可能でありすべての欲望が無

際限であるという前提を置いた主流派経済学の経済成長主義を批判し, 人工資本, 人口が一定

の規模に維持される ｢定常経済｣ への移行の必要性を提唱した (��������������)｡��ジョー
ジェスク・レーゲンは, 静学的一般均衡分析に代表されるような, 力学を応用した新古典派経

済学が経済過程を可逆的なものとして捉える点を批判した｡ そして, エントロピー法則に代表

される, 利用可能な資源が生産要素として利用された後に利用不可能な廃物として不可逆的に

劣化していくという熱力学的世界観に基づいて, 経済を不可逆的過程と見なし, 経済学にエン

トロピー法則の視点を取り入れる必要性を論じた (���������‒�����������)｡ ����シュー
マッハーは主著 ｢スモール・イズ・ビューティフル｣ の中で, 経済システムが生態系システム

と表裏一体であることを認識し, ��世紀から引き継がれてきた唯物主義による大量生産志向と
決別し, 生態系法則を重視し地域資源を有効に活用しながら, 機械による人間の奴隷化ではな
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４) カップ, コースによるそれぞれの外部不経済論批判, またそれらとクネーゼの水質管理論の関係は

西林 (����) を参照｡



く, あくまで人間性の尊重を可能にする市民による生産体制, ｢中間技術｣ の確立の重要性を

説いた (���������������)｡ また日本でも, 玉野井芳郎が生産・消費のみを分析対象とする
伝統的な ｢狭義の経済学｣ ではなく, 経済過程を自然生態系システムの物質代謝の過程として

捉える ｢広義の経済学｣ として, 経済学を再構築する重要性を主張した (玉野井, ����)５)｡
以上のように, エコロジー・エントロピー経済学は生態学・熱力学という自然法則の枠組み

から経済学のあり方そのものを問い直すということをその目的としていた｡ この一連の系譜に

おいて, クネーゼの物質収支アプローチもその存在感を示していたのである (�������������������������������������)｡�. 物質収支アプローチの目的
１. 政策論的側面

クネーゼの研究において, 物質収支に着目した経済学の分析は������������(����) で
初めて登場した｡ その後����������(����) で物質収支アプローチとしてその理論的枠組
みを獲得し, その理論的枠組みをベースにしながら��������������(����) で新たな展
開を見せている｡

前述の通り, クネーゼの物質収支アプローチは, 物質とエネルギー保存の観点から, 廃棄過

程を含めた経済過程 (生産・流通・消費・廃棄) の実物面のフロー (������������) 分析の重
要性を主張する研究であった｡ Ⅰ節で触れたように, この物質収支アプローチは先行研究にお

いて, 第一に, 従来の経済学が無視してきた廃棄過程を経済分析の対象に含めることを指摘し

た点, 第二に, 経済活動が生態系を含む自然システムの制約下にあることを示した点が取り上

げられ, 経済学の枠組みを問い直したという評価を受けてきた｡ この評価は決して誤りではない

が, 議論の全体を捉え損ねており, クネーゼの真意を汲み取り切れていないと言わざるを得ない｡

１節で述べたように, クネーゼの真意とは����年代の水質管理論と連続性を持った政策論的
側面である｡ クネーゼの水質管理論では, 水質汚染を削減する便益の評価不可能性のために,

いわゆる ｢ピグー的伝統 (������������������)｣ による ｢ピグー税 (��������������) や
｢コース的伝統 (����������������)｣ による ｢コースの定理 (������������)｣ によるフ
ァースト・ベストでの経済学的効率性の達成を諦める｡ そして, 自然科学的知見に基づいて設

定された環境基準を最小費用で達成すること (セカンド・ベスト) を政策目標として定め, こ

の政策目標を実現する政策手段として排水課徴金６) の有効性を主張した｡ この政策を実行する

����クネーゼの物質収支アプローチ ���

５) ここではエコロジー・エントロピー経済学の各論者について, ごく簡単な説明しか行なっていない｡

これら個別の議論の詳細な中身については, 先行研究 (���������������������������������������������������；岡 ����；����；工藤 ����；����；寺西 ����など) に譲る｡
６) 後にボーモル＝オーツ税として理論化された (������������������)｡



望ましい制度として, ルール川水利組合をモデルとしたコモンズ的管理が示された (西林 ����；����)｡ この��年代の研究を土台として��年代に取り組んだ物質収支アプローチの狙いは, 経
済学的効率性の代替的な政策目標である環境基準を, 経済学の枠組みでどのように議論するか,

ということである｡ すなわち, 共有資源管理の問題を, 共有資源の質を維持するマテリアル・

フローを制約条件とした最適化問題として議論しようとした｡ クネーゼも指摘するように, 従

来の経済学は財・サービスのフロー, 特に廃棄過程の実物面 (素材面) を扱ってこなかった｡

しかし, 環境基準を経済学の議論に組み込むためには, 生産・流通・消費に廃棄過程を含めた

経済過程のマテリアル・フローの把握が必要となる｡ つまり, クネーゼによる物質収支アプロ

ーチの目的は, 物質フローをできる限り完全に捉え, その情報にもとづいて環境基準を設定し,

それをいかに達成するかということなのである｡

２. 三つの次元

クネーゼの物質収支アプローチは, 三つの次元を持つ (������������������)｡ 第一に,
ミクロ分析 (�������������) である｡ ミクロ分析とは, 個別産業のマテリアル・フロー分
析によって, 通常の生産工程から, 廃棄物の発生を減少させる生産工程, 具体的には廃棄物の

再循環 (�������������), 再利用 (�����), 有用副産物 (�����������) の生産を組み込んだ生
産工程に変化を促す政策研究である｡ クネーゼが物質収支アプローチの研究に進む契機となっ

た甜菜糖産業のマテリアル・フロー分析 (����������������) を筆頭に, 製紙, 石油精製,
鉄鋼, 自動車, 電気産業が事例研究として取り上げられている (������������������)｡
第二に, 地域分析 (����������������) である｡ 地域分析とは, 前述のミクロ分析を総合

し, 域内産業全体のマテリアル・フローを描き, 地域が有する共有資源 (�����������������������) の機能を保全・管理するための政策研究を行なう, 地域アプローチ (����������������) である｡ ここで言う地域とは, 域内に存在する共有資源を乱用することの費用・
損失を被る利害関係者が居住する範囲, また同じことであるが, 共有資源を保全・適正利用す

ることの便益・費用を享受・負担する利害関係者が居住する範囲を指す｡ したがって, 地域分

析による政策研究には, 必然的に共有資源の適正利用による便益・費用の分配をめぐる集合的

選択 (����������������) の問題が含まれる｡ 集合的選択では, 効率性, 衡平性 (������), 公
平性 (��������) の観点から望ましい共有資源の管理を実現する政策目標, 政策手段, 政策主
体のあり方が議論される７)｡

第三に, マクロ分析 (�������������) である｡ マクロ分析はあくまで試験的な取り組み
であり, 輸出入を含めた一国全体のマテリアル・フロー分析を, アメリカを事例として行なっ
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７) 共有資源管理をめぐる集合的選択, およびその効率性, 衡平性, 公平性について, クネーゼは����
年代以降中心的な研究テーマとして扱っている｡ この内容については, 本稿の範囲を超えるため, 改

めて別稿で議論する｡



ている｡ ここでは, ���に占める政策の費用の割合, 経済成長や社会福祉における環境サー
ビスの扱いのあり方などが議論されている｡

以上のような物質収支アプローチの三つの次元について, クネーゼは特に地域分析の重要性

を主張する｡ 外部不経済研究である水質管理論と連続性を持つ物資収支アプローチは, 言うま

でもなく外部不経済研究の一環として位置づけられるものである｡ そもそも外部不経済研究は,

少なくともクネーゼにとっては, 共有資源の持続可能な利用をいかに実現するかということを

明らかにすることを目的としている｡ 共有資源の持続可能な管理を実現する政策は, 政策によ

る各種便益・費用の利害関係者間における分配問題を伴う｡ したがって, 上述の地域の定義か

ら明らかな通り, 共有資源の持続可能な管理は各行政区域内や, 個別産業ごとの分析からでは

十分に議論することはできない｡ クネーゼは以下のように述べる｡

地域 [��������] という言葉の意味は, グローバル [������] とは異なる｡ 国家, 州, 都
市などの行政区を表現するのに適した言葉よりむしろ, 地域という言葉を使う必要がある｡

なぜなら, 物質・エネルギーの廃棄, 排出による環境の質の変化は, 政治システムの境界線

に従うのではなく, 気象学的, 水文学的, 生態学的システムに従うからである｡ 廃棄物管理

問題に対する地域アプローチ [����������������] の発展の必要性と方法がこの本の主要
なテーマの一つを成している (�����������������������)｡
つまり, 政策によって生じる便益・費用の分配問題は, 既存の行政区域や一産業内の問題で

はなく, 共有資源の素材面における特性などの自然条件によって規定される ｢地域｣ の問題と

なる｡ したがって, 物質収支アプローチにおいて, 地域分析が最も重要となる｡

地域分析の理論的枠組みの基礎は, ����������(����) においてほぼ完成しているといっ
てよい｡ 次節では, ����������(����) を中心に, 物質収支アプローチの中核であった地域
分析の議論を, 詳細に追っていく｡�. 物質収支アプローチにおける地域分析
冒頭で述べたように, ����������(����) は多くの先行研究で取り上げられてきたが, そ

の紹介のされ方は限定的なものであった｡ 多くの先行研究では, 物質収支アプローチの前半部

分で議論されている, 環境容量によって経済活動が規定されるという側面が強調され, 後半で

議論されている物質収支と環境基準の関係に言及されることはほとんどなかった｡ 本節では,

先行研究と本稿の違いを明確にするため, 敢えて物質収支アプローチの前半部分 (環境容量に

よって規定される経済活動) と後半部分 (物質収支と環境基準の関係) で項を改め, 議論する｡

����クネーゼの物質収支アプローチ ���



１. 経済活動を規定する環境容量������������(����) で甜菜糖産業を事例として登場したマテリアル・フローの分析は,����������(����) で, より一般的に拡張される形で展開された｡ ����������(����) は,
クネーゼの研究成果の中で代表的なものの一つである｡ この研究では, まず従来の外部不経済

論に対する批判があり, それを踏まえた代替的な議論として物質収支アプローチが論じられて

いる｡����������(����) の議論は, 従来の経済学が環境汚染問題の源泉である廃棄物 (固形物

だけでなく廃ガス, 廃水も含む) を例外的で瑣末な問題として扱ってきた点を批判することか

ら始まる｡ クネーゼらは以下のように述べる｡

本書の主要命題は, 少なくとも一つの部類の外部性, つまり, 現代の消費・生産活動から

生じる廃棄物の処理に関する外部性が, 今までと全然違うものとして見なさなければならな

い, ということである｡ 実際には, それらの外部性は生産・消費過程において, 正常

[������] で不可避 [����������] な部分なのである８) (������������������)９)｡
主流派経済学が汚染問題を例外的で瑣末な事象として扱ってきたことによる具体的な弊害は

何か｡ クネーゼらは以下のように述べる｡

標準的な経済学の配分理論は, 事実上, サービスに関連する｡ 物質的な実体はサービスを

運ぶ単なる媒介物に過ぎないのであり, それら [物質的な実体] が交換されるのは, それら

[物質的な実体] を使用することによるサービスを消費者が選好するから, あるいはそれら

が [物質的な実体] が生産工程において価値を付加することに役立つからである｡ しかし,

われわれは, 燃料, 原料, 最終製品のような物質的な実体が何か空虚の中へ消滅してしまう

かのように, 財の ｢最終消費｣ に言及することに固執している (������������������)｡
主流派経済学は財・サービスの配分問題を扱う学問であることは周知の通りだが, それはあ
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８) つまり, ����������(����) はカップが 『私的企業と社会的企業』 (��������) で強調した問
題意識と同じ地点から出発している｡ カップは ｢社会的費用の分析が価値及び価格理論の主要部分の

中で行われずに, いわゆる厚生経済学という別個の体系として行われたという事実は, 社会的費用と

いう現象が今なお原則的にではなくて例外的なものであるとみなされている程度を示すものである｣

(��������, ����訳���), ｢新古典派の価値論の主流は依然としてかような損失 [社会的費用] を

偶発的・例外的な事件或いは些細な攪乱とみなしていた｣ (��������, �����訳����) と述べてい
る｡ カップとこのような問題意識を共有していたことはクネーゼ自身が����������(����) で述
べている (��������������, ���)｡
９) 本稿で����������(����) を引用する際, 必ずしも邦訳文献に従っていない｡



くまで抽象的な記号としての ｢財・サービス｣ を分析対象としてきたのであり, ｢財・サービ

ス｣ の素材面には全く関心を払ってこなかった, という指摘である｡ だからこそ, 経済理論の

範疇では抽象的な記号としての ｢財・サービス｣ は消費された瞬間 ｢空虚の中へ消滅｣ するの

であり, 現実世界においては ｢財・サービス｣ の消費後に必然的に残される各種廃棄物があた

かも存在しないかのように扱われてきたのである｡ それは別の表現をすれば, ｢望まれないど

んな物質やエネルギーの残滓も生じることなく, すべての投入物が完全に産出物に転換され,

そしてすべての最終産出物が, 消費過程において完全に破壊される｣ (������������������)
ということである｡ このような背景から, 生産, 流通, 消費, 廃棄という一連の経済過程のう

ち, 紛れもなく経済過程の一部分を成しているにもかかわらず, 廃棄過程のみが経済学の分析

対象として扱われてこなかった｡

廃棄物に対する経済学のこのような態度は, 経済規模がまだそれほど大きくなっていない段

階では特に問題とはならなかった｡ つまり, 廃棄物による汚染を浄化し生態系システムを維持

する機能を担う水, 大気, 土壌などの環境媒体 (������������������) が, 排出される廃
棄物量に対して十分な容量を持っている限りにおいては, 廃棄過程を経済学の分析対象に含め

る必然性は特になかった｡ このことは環境媒体が自由財 (���������) として存在していたこ
とを意味する｡

空気や水というのは, 経済学者が気に入っていた ｢自由財｣ (量が豊富なため, 潜在的な

消費者を含むすべての消費者にとっての限界価値がゼロである財) の例である｡ このことが

実際にほぼ真実であったということは, 市場の効率性について伝統的な経済学が理論化する

ことにとって, 歴史的な幸運であった｡ これら二つの環境媒体は, 物質収支の観点がきわめ

て明確に示しているように, 生産・消費活動によって不可避的に生じる廃棄物の大部分にと

って ｢無限のはきだめ [������������]｣ の機能を果たしていた (�������������������)｡
しかし, 経済規模の発展に比例し廃棄物量が環境媒体に対し相対的に増加してくると, 経済

学における廃棄物の捉え方は, 不正確となる｡ 環境媒体が自由財である限りは, 廃棄物一単位

の排出による社会的限界費用, つまり外部不経済は生じない｡ だが, 環境媒体の容量が相対的

に不十分になってくれば, 廃棄物の放出は混雑現象 (����������) をもたらし (つまり廃棄物

を環境媒体に放出による社会的限界費用が正), 環境媒体は自由財ではなく, 共有資源とな

る��)｡ 環境媒体が ｢有限｣ な共有資源となった以上, 廃棄物を ｢消費の過程で完全に破壊され｣,
｢空間の中に消滅してしまう｣ と想定することは不可能となる｡ したがって, 経済活動の必然

����クネーゼの物質収支アプローチ ���

��) 水や空気に対するこの見方 (非排除性は持つが, 非競合性は持たない財と見なす見方) は, ������
(����) の共有資源 (�������������������), 宇沢 (����) の社会的共通資本 (�������������������) と共通であり, 現在一般的なものとなっている｡



的帰結として生じる廃棄物による悪影響を例外的事象として扱うのではなく, ｢正常でまった

く不可避的｣ 事象として扱わなければならない｡ 廃棄物の発生を含めた生産・流通・消費・廃

棄という一連の経済過程を, 物質収支という実体から再考する, つまり物質収支アプローチを

経済分析に導入する必要がここに生じるのである｡

上記の通り, 物質収支アプローチは, 第一に, 廃棄物の発生を必然的で重要な現象として捉

える, 第二に, 環境媒体を共有資源として見なす, という問題意識から生まれている｡ このこ

とは, 環境媒体が持つ廃棄物による汚染を浄化し生態系システムを維持する機能, 環境容量と

無関係に経済規模を拡大させることが不可能であることを意味する｡ 経済活動を維持するため

には, 一定の環境容量を確保しなければならない｡ 放出される廃棄物に対し十分な環境容量が

なければ, 環境媒体の浄化能力の劣化とともに外部不経済は ｢累積的に (非線形的に)｣ 増大

していき, 社会にとって致命的なダメージとなり得るからである｡ したがって, 物質収支アプ

ローチは, 経済活動が環境容量に規定されるという見方を, 経済学に提起しているのである｡

２. 物質収支と環境基準

では ｢十分な｣ 環境容量をどのように維持するか｡ ｢十分な｣ 環境容量の確保は, 汚染を浄

化し生態系システムを維持する環境媒体の本来有する機能が, 廃棄物による汚染の規模を上回

って発揮される状態を保持することが条件となる｡ 環境媒体の機能を維持・改善する環境政策

として, 環境基準 (����������������������) を設定することが重要な役割を担う｡ 言うま
でもなく, 環境基準とは科学的知見によって裏付けられた, 維持されるべき政策目標である｡

クネーゼは, この環境基準を, 課徴金によって最も効率的に (最小費用で) 達成できると一貫

して主張してきた (西林 ����；����)｡
この環境基準を設定するためには, どの程度汚染されると環境媒体は不可逆的なダメージを

被ってしまうのか, という環境媒体と廃棄物の関係性が明らかになっていなければならない｡

また, その地域の環境媒体に対し, どの経済活動 (経済主体) の, どの廃棄物の放出が, どの

程度ダメージを与えているかという情報が得られなければ, 最適な (環境基準を最小費用で達

成できる) 水準の課徴金を汚染主体に課すことはできない｡ つまり, 環境基準を設定しその基

準を実現するためには, その地域の物質収支が明らかにされていなければならない｡ その際に

最も重要となるのは, 生態系システムと経済システム双方の, その地域におけるマテリアル・

フローを正確に把握することである｡ 主流派経済学に対する批判から導き出された物質収支ア

プローチの狙いはこの点にこそ存在する｡ クネーゼらが述べるように, 物質収支アプローチの

本来の目的は次の二点である｡ 第一に, ｢廃棄物を発生させる最も重要な活動と, 最も一般的

な廃棄物を含む, 地域のマテリアル・フローを, なるべく完全に計算すること｣ である (��������������������)｡ 第二に, ｢関連する自然システム, 特に気象学的, 水文学的, および生
態学的サブシステムを数学的にシミュレート｣ し, ｢廃棄物の集中の時間的, 空間的パターン
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を……確率的に計算し得るような方法｣ や, ｢経済発展および人口変化の割合やパターンの変

化に応じ, また経済と人口の立地条件に応じて環境に課される廃棄物の発生量と廃棄物による

負荷を予測する方法｣ を基礎にして, たとえ完全ではなくても, 最適化問題の制約条件となる

環境基準を設定することである (��������������������‒���������)｡ このように, 物質
収支アプローチは, 経済学批判の側面だけでなく, 生態学的に望ましい環境基準を設定しそれ

を最小費用で実現するために必要不可欠なプロセスとして位置付く, 政策的側面をも含意して

いる｡

このように物質収支アプローチによって導かれた環境基準は, 確かに自然科学的知見によっ

て吟味されてはいる｡ しかし, その基準が客観的に正しいと言い切ることはできない, とクネ

ーゼらは主張する｡ なぜなら, 環境基準の設定は, ｢環境のどのような属性に, 人々が価値を

おくか, また, 将来これらの価値における変化を支配する要因は何か｣ という ｢経済学と社会

心理学の本来の関心領域｣ に踏み込まざるを得ないからである��) (��������������������)｡
環境基準は, 環境媒体が本来持つ機能を正常に維持するという観点から設定されるべきもので

あった｡ 環境基準の設定にあたり, ｢環境媒体が本来持つ機能｣ あるいは ｢一定の環境容量｣

を評価しようとする際, その評価の範囲をどのように限定すべきか｡ ｢環境媒体が本来持つ機

能｣ といったとき, 廃棄物による汚染の浄化機能だけでなく, 生態系サービスを始めとするそ

れ自体正の付加価値を供給する機能をも評価するとすれば, その評価対象および評価基準を定

義しなければならない｡ その定義は, 必然的に社会的評価および社会的価値判断を含まざるを

得ない｡ 環境基準の設定は ｢環境のどのような属性に, 人々が価値をおくか, また, 将来これ

らの価値における変化を支配する要因は何か｣ という ｢経済学と社会心理学の本来の関心領域｣

に踏み込まざるを得ないというクネーゼらの主張は, このことを示している��)｡
クネーゼらによれば, 環境媒体の価値は, 経済学において標準的価値尺度である支払意志額

(����������������) によって評価することはできない｡ まず, クネーゼらは支払意志額に
基づく評価の有用性を以下のように認める｡

����クネーゼの物質収支アプローチ ���

��) ����年に行なわれた ｢環境破壊に関する国際シンポジウム｣ においても, ｢環境基準の客観的な基

盤を発見することは, 技術的問題 [�����������������] ではなく, 社会的問題 [��������������]
である｣ と述べている (��������������)｡��) この点についても, カップとクネーゼのスタンスは近い｡ カップは社会的費用の問題は結局 ｢社会
的価値｣ と ｢社会的評価｣ の問題に行き着くと考えていた｡ カップは����(����) で大気汚染, 水
質汚染を始めとする各種社会的費用を貨幣的に評価しようと試みる一方で, 次のように述べている｡

｢このような推定 [社会的費用の貨幣評価] が社会的費用の評価に対する第一次接近としていかに重

要であろうとも, それらの相対的な大きさや意義の最終的な決定は, 社会的評価と社会的価値 (社会

に対する価値という意味で) の問題であると思われる｣ (��������, �����訳�����)｡ カップのこ
のスタンスについては, ５節で改めて論じる｡



その [支払意志額に基づく評価の] 強味は, 共通測定尺度 (ドル) を用いることができる

こと, また, 誰もが予算制約条件のもとで行動すると仮定したときに, 資源の使用の代替的

方法を強制的に考えさせるという点にある (��������������������)｡
この主張は, 一般的に議論されている支払意志額の有用性とほぼ同じものである｡ しかし,

この評価方法を環境の価値に適用する場合には, 上記の有用性は発揮されない｡ クネーゼらは

以下のように述べる｡

その [支払意志額に基づく評価の] 有用性は, (外部性のような) 一般的市場の不完全性

が存在するときには, 限られる｡ なぜなら, 消費者の予算が費やされる可能性のある代替物

の市場における費用が, その社会的費用を反映しないからである｡ したがって, 経済が, 大

きく市場の欠陥という条件におかれているとき, もし資源配分の現状が固定していると考え

ないならば, ある特定の環境変化に対する支払意志額に対して規範的意味が与えられること

はほとんどあり得ない｡ また, 環境の (または他の) 変化が, 人の実質所得にかなり影響す

るほどに大きいとき, 支払意志額は, 社会的価値の尺度としての地位を失うことになる

(��������������������‒���)｡
つまり, ある財の市場が存在しない場合, 代替的な財の自発的支払意志額によって仮想的に

評価しようとしても, その支払意志額には社会的費用が反映されていないため, 評価が不十分

となる��)｡ さらに, 支払意志額は当事者の実質所得に依存するため (予算制約として), 環境

の変化が実質所得に大きく影響するときには, 支払意志額は信用に足る価値尺度ではあり得な

くなる��)｡ このように, ｢支払意志額は歪曲され得る｣ (��������������������) ものなの
で, 共有資源管理を考える際の評価基準としては適当ではない｡

以上の議論のように, クネーゼらの言う ｢環境のどのような属性に, 人々が価値をおくか,

また, 将来これらの価値における変化を支配するのは何か｣ という問題は, 市場における貨幣
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��) 環境の貨幣評価を批判し, 岡は ｢根本的な問題は, 市場で価格の付いていない環境の質といった公
共財への人びとの意志支払意志額を知ろうという調査は結局のところ仮想的なものになり, そうであ

れば, 意志支払意志額なるものがそもそも存在するかどうかについて誰もはっきりしたことは言えな

いというところにある｡ これはいかに手法が発達しても解決しない問題である｡｣ と述べている (岡����, ������‒���)｡��) この点は, ����ミシャンの福祉効果の議論と非常に近い｡ 福祉効果は, 効率性が絶対的基準では
なく, 権利配分に対して相対的であることを指摘し, ｢コースの定理｣ を批判する｡ すなわち, 効率

性を決定する便益・費用の根拠である意志支払意志額 (���), 受入補償額 (���) は, 個人の選
好にのみ依存するのではなく, 支払い能力としての実質所得にも大きく依存している｡ したがって,

初期の権利配分に関わらず直接交渉によって効率性を達成できるとする ｢コースの定理｣ は誤りであ

り, 初期権利配分のあり方によって, 効率性が規定されるのである (����������)｡



価値評価ではなく, 利害関係者の意志が反映された社会的評価・社会的価値判断の問題に帰着

する｡ 利害関係者の意志が反映された社会的評価・社会的価値判断の問題は, 言い換えれば,

環境媒体の機能を保全し, 一定の環境容量を維持することによって利害関係者に生じる (社会

的便益・費用を含んだ) 便益・費用を, 彼らがどのように評価し, どのように配分するかとい

う問題でもある｡ なぜなら, 利害関係者の意志によって判断された社会的評価・社会的価値判

断は, 社会的便益・費用の種類, 大きさを規定し, さらにはそれらの分配のあり方も規定する

からである｡ クネーゼらは社会的評価・社会的価値判断の問題, およびそれに規定される社会

的便益・費用の分配を議論する上で, 制度分析の重要性を主張する｡

制度分析について, クネーゼらは ｢プログラム [マテリアル・フロー分析を通じて環境基準

を導出し, それを実現すること] の実施のためには, ある種の地域的環境管理機関 [�������������������������������������] を, 比較的近い将来において発展させる必要がある｣
(��������������������) と指摘し, さらに以下のように述べている｡

現状における強力な制度的利害を調整するインセンティヴの枠組みを, われわれはいかに

して提供できるだろうか｡ また環境破壊の技術的, 経済的局面について, 多様な地域の境界

に適合する制度を, われわれはいかにして整備できるだろうか｡ この制度における代表制の

パターンは, 人間の望ましい目標の達成に最大限に貢献するものであり, また同時に, この

制度は正義と衡平 [����������������] の法的, 政治的基準にも合致しなければならない
のである (��������������������)｡
水質管理論においては, 工学 ‒経済学的研究によって導かれた効率性が発揮されるために,

ルール川水利組合をモデルとした流域圏を統合的に管理する権限を持つ ｢流域圏管理機関

(����������������)｣ を望ましい制度として議論していた (西林 ����)｡ ｢流域圏管理機関｣
は中央, 地方政府と区別され, 利害関係者の意志を政策に反映させる代表制自治の性質を持ち,

複雑・動態的な環境の変化に政策目標・政策手段を対応させるに十分な適応可能性・柔軟性を

備えていることが特徴として挙げられていた｡ ｢種々の地域的境界に適合する諸制度｣ とはま

さに ｢流域圏管理機関｣ と同種の制度である｡ マテリアル・フローに基づき, 自然科学的知見

から環境基準を導き, それを最小費用で達成するという経済学的根拠に基づいた課徴金が政策

メニューに挙がっていたとしても, それを適切に実行できる制度がなければ全く意味をなさな

い｡ したがって, ｢自然科学あるいは社会科学の研究をいくら積み重ねても, もしわれわれが

法的, 政治的諸制度を通じた有効な管理プログラムを実行する方法を学ばない限り, 環境破壊

を取り扱うのに役立たない｣ のである (��������������, 訳 ���)｡ 言うまでもなく, この
主張は物質収支アプローチの一部として成立している｡ つまり, マテリアル・フローの把握に

よって環境基準を導き, その上で ｢法的, 政治的諸制度｣ を通じて社会的評価を反映させなけ

����クネーゼの物質収支アプローチ ���



ればならない, という議論である｡

このように, 環境容量を維持することを目的とした政策目標としての環境基準, 政策手段と

しての課徴金 (率) 設定の必要条件は, 第一に, 地域のマテリアル・フローの把握であり, 第

二に, 利害関係者の意志を反映させることであった｡ さらに, 政策実行に際して望ましい制度

は, 上記の二点を実現する機能を備えた地域自治組織 (ルール川水利組合をモデルとした ｢流

域権管理機関｣) であった｡ その機能とはすなわち, 前者については, 地域のマテリアル・フ

ローの情報を取得・集約でき, 環境の変化に対する適応性・柔軟性であり, 後者については,

すべての利害関係者が参加する代表性自治である��)｡
冒頭で述べたように, 物質収支アプローチにおけるこうした政策論的側面は, 経済学の枠組

みを自然科学的観点から根本的に問い直すことを意図した同時代のエコロジー・エントロピー

経済学の先駆者たちとの比較よりむしろ, カップの社会的費用論およびそれを支えていた思想

的背景との比較を通じて論じることによって, その意義をより明確に位置づけることができる｡

次節では, カップについて論じる｡�. K. W. カップの社会的費用論における思想的背景
カップは主著 『私的企業と社会的費用』 (��������) で, 社会的費用の概念を提起した｡

カップによる社会的費用論は, 主流派経済学における環境破壊 (環境汚染問題) へのアプロー

チである外部不経済論の批判である｡ カップによれば, 汚染問題は社会的費用であり, その大

きさは貨幣価値で測定することはできない｡ したがって社会的費用は社会的価値判断によって

評価されるべきであり, 経済学の役割は汚染問題の貨幣的評価ではなく, 経済活動と汚染問題

の因果関係の解明に限定されることになる｡ 社会的費用の発生は制度に規定されるので, 汚染

問題の分析は必然的に制度分析となる｡ これが����(����) で示された社会的費用論の論理
展開である (西林 ����)｡ ��年代以降の文献によって, この社会的費用論が累積的因果関係,
実質的合理性, 最小許容限度という概念が背景にあったことを我々は確認することができる｡

以下では, カップの社会的費用論を支えた思想的背景, 累積的因果関係, 実質的合理性, 最小

許容限度を簡単に紹介する��)｡
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��) 一方で, 利害関係者の意志を集約し反映させるシステムおよびその限界について, 経済学でもこれ
まで議論されている｡ 経済学史において代表的な議論は, 社会構成員の選好情報を集約したサミュエ

ルソン＝バーグソンによる社会的厚生関数, そしてそれに対する批判として社会的厚生関数の存在の

不可能性を指摘した��アローの一般不可能性定理である｡ この厚生経済学の系譜をめぐる議論の詳
細は鈴村 (����) を参照｡��) 本節での議論は, 西林 (����) を基礎とし, ������(�����；�����), 山根 (����；����；����)
などを参考にしている｡



１. 累積的因果関係

累積的因果関係��) (���������������������������) とは, 現象を構成する各要素が互い
に原因であると同時に結果でもあり, 相互依存関係にあることを指す｡ カップは以下のように

述べる｡

累積的因果関係の原理によれば, 社会過程 (事象) は, 多くの原因が相互に作用しあうと

ともにその結果とも作用しあう循環的なしたがってまた累積的な過程の結果である｡ 社会研

究において研究対象が開かれた性格をもつことを考慮に入れるや否や必然的に, 均衡分析の

原理のパターンに従う狭い解釈の枠組みによって認められている過程とは根本的に異なる相

当複雑な過程が社会研究の対象として立ちあらわれてくる｡ 原因と結果の相互作用がおこな

われると, 自動修正や均衡への傾向は生じないで, ひとたび起こった過程が同一の方向へど

んどん進行する傾向がある (����������������訳�����)｡
したがって, 累積的因果関係によれば, ある一つの変化がフィードバック効果によって全体

として累積的 (非線形的) 変化を引き起こす｡ カップは環境破壊にこの累積的因果関係を見て

いた｡

主流派経済学による外部不経済論は, 環境破壊を社会的限界費用と私的限界費用の乖離とし

て捉え, その乖離を ｢ピグー税｣ あるいは ｢コースの定理｣ によって埋めることで経済学的効

率性を達成することを目的とする｡ この社会的限界費用と私的限界費用の乖離は外部費用と呼

ばれるが, カップの社会的費用も, 定義に関して言えば同一である｡ しかし, カップは外部不

経済論のように外部費用を ｢ピグー税｣, ｢コースの定理｣ によって内部化し経済学を修正しよ

うとするよりも, むしろ社会的費用の概念を提起することによって経済学そのものを問い直そ

うとした (西林 ����)｡ しかし, カップによれば, 環境破壊は累積的因果関係の性質を持って
おり, したがって環境破壊による社会的費用 (環境破壊を改善することの社会的便益) を貨幣

評価することは不可能となる｡ 社会的費用の評価が不可能であれば, 外部不経済論のように外

部費用を内部化して最適汚染水準を達成することはできない｡ カップはこの点について, 以下

のように述べる｡

……こうした異質な性格 [累積的因果関係] をもつ破壊的な市場外のフローならびに複雑

かつ新奇な性格をもつ相互依存関係こそが環境破壊を引き起こすのであり, まさにこの環境

破壊が経済理論にたいする最大の挑戦なのである｡

……この挑戦にこたえるためには, 人間を, すなわち人間の健康や生命を貨幣価値や影の

����クネーゼの物質収支アプローチ ���

��) カップの累積的因果関係論は, ��ミュルダールからの影響を受けていることが先行研究で示され
ている (�����������；山根 ����)｡



価格 (������ ������) で評価することは十分ではないであろう｡ 数量化や数学以上のもの
が実際に必要となる｡ 実物表示による物的フローやさまざまな影響をすすんで考慮し, 評価

することが必要となる (����������������訳����)｡
カップは, 環境破壊の特性である累積的因果関係を根拠に, 外部不経済論における貨幣ター

ム (������������) をベースにした経済的効率性は目標として望ましくなく, より人間の
生存条件を重視した目標を, 実物ターム (��������) をベースにして示すことの重要性を強
調する｡ したがって, カップによれば, 主流派経済学のように経済学的効率性の達成という社

会目標は所与ではなく, 改めて議論されなければならない｡

２. 実質的合理性と最小許容限度

前項で述べた累積的因果関係を根拠に, カップは, 主流派経済学のように経済的効率性の達

成を所与とすることは避けなければならないと述べた｡ 主流派経済学のように経済学的効率性

を所与の目的とし, 目的の形成プロセスと目的自体の妥当性については問わない形式的合理性

(�����������������) に対して, カップは実質的合理性��) (����������������������) の採用
を主張する｡

社会的費用や社会的便益を数量化する問題は, 交換価値を基礎とするかぎり, 完全に満足

すべき解決法を見出すことができない｡ 社会的費用や社会的便益は市場外の現象であるから,

その大きさは, まったく形式的で単純な企業計算に役立つ数字によってはとうてい十分に表

現しつくせない｡ ……社会的費用や社会的便益の領域に形式的合理性の基準を当てはめるこ

とができると仮定するのは無理だからである｡ 社会的費用や社会的便益は, 実質的合理性と

動態的分析を基準としてのみ正しく評価することができるのである (���������������訳�����)｡
形式的合理性では, 所与の目的を達成するプロセスにのみ合理性が要求される｡ 一方で, 実

質的合理性では, 所与の目的を達成するための合理的な手段は何かということだけではなく,

合理的な目的とは何かについても問われることになる｡ では, 実質的に合理的な目的とは何か｡

カップは実質的に合理的かどうかを判断する材料として最小許容限度を提唱する｡ 最小許容限

度とは, ｢最小許容限界とは, 経験的に証明できる基準にもとづき, それ自体が科学的規定の

対象になりうる人間の最大負担限界のこと｣ (��������������訳����) であり, ｢人間の生
存達成ならびに生命維持のためには, この限度をこえれば必ず重大な結果が生ずるような平均
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��) カップの実質的合理性は, ��ウェーバーの実質的合理性, ��デューイのプラグマティズムから影
響を受けていることが先行研究で示されている (�����������；山根 ����)｡



的な最小限度｣ である (��������������訳����)｡ つまり, 人間の生存条件という実質的
な側面に着目し, 自然科学的に裏付けられた基準にもとづく目標である｡

カップによれば, この最小許容限度は貨幣で測定することができなかった社会的費用・便益

の客観的な基準を提供するという役割を担う｡

社会的費用や社会的目標は, 現実の汚染状況を汚染物質の最大許容濃度 [最小許容限度]

と比較して, 現存する欠陥の点から規定することができる｡ ……社会的最低限 [最小許容限

度] を精密に規定することによって, 社会的費用と社会的便益の存在を客観的に示すことが

少なくとも原則として可能になる (���������������訳�����)｡
つまり, 経済学的効率性を所与の目的とする形式的合理性において貨幣がいわば名目的な価

値尺度となっていたのに対し, 実質的に合理的な目的を議論の対象に含める実質的合理性にお

いては, 最小許容限度が実質的な価値尺度を提供する｡

一方でカップは, 自然科学的根拠にのみにもとづいた最小許容限度が, 政策目標としてその

まま設定できると考えていないことに注意しなければならない｡ カップは以下のように述べて

いる｡

人間生活の最低限の要求を客観的に決定することができるという事実は, 明らかにそのよ

うな要求を自動的に人間行動の目標にしはしないのである｡ 生存上の基本要求に関する情報

そのものは, まだ何ら目標ではない｡ 情報はいぜんとして情報であり, 生産においても消費

においても, 人間行動の目標を定義するものではない｡ 社会行動ならびに人間行動の目標決

定には, 何をなすべきかに関する一致と合意を常に必要とする (��������������訳����)｡
最小許容限度はそのまま実現されるべき社会目標となるわけではなく, 最小許容限度によっ

て得られる科学的・客観的情報に依拠しながら, 最終的には社会構成員による合意によって目

標が選択されるという, 社会的評価・社会的価値の問題が入り込んでくることになる｡ 最小許

容限度から政策目標が導かれる過程で, 科学的・客観的情報だけでなく社会的評価・社会的価

値の情報が入るということの, 実質的合理性における意味について, 我々はカップの以下の記

述によって確認することができる｡

社会は競合する多様な物品を必要とし, そのような必要品の相対的な重要性とか稀少な資

源の利用や配分をめぐる社会構成員間の利害の衝突に直面しているのである｡ このような衝

突の解決および優先順位について実行可能な合意を確立することは, 合理的意思決定の不可

欠な要素と考えなければならない｡

����クネーゼの物質収支アプローチ ���



……現実の個人あるいは集団の必要物に関する妥協あるいは合意の形をとった同意が得ら

れることによって, 社会的あるいは政治的にいえば, 決定が実行可能となり, 単なる形式的

合理性でなく実質的合理性をもつようになる (���������������訳�����)｡
つまり, 最小許容限度によって提示された科学的データを, 最終的には社会的価値判断によ

って吟味し評価するということが, 実質的合理性において必要不可欠であることが示されてい

る｡ 最小許容限度だけでは十分ではなく, それを社会的選択を通じて合意形成を行なわなけれ

ば社会的目標の形成には至らないのである｡ カップによれば, 最小許容限度の役割は, あくま

で実質的合理性の基盤を提供することである｡ この点についてカップは以下のように述べてい

る｡

最小限界 [最小許容限度] が, たとえ, われわれの行為の目標を自動的に決定することが

ないにせよ, 許容限界 [最小許容限度] は合理的な目標探求と目標選択のための絶対的な前

提条件である｡ いいかえれば, 許容限界 [最小許容限度] は, 目標決定と社会的優先度の確

定のために貢献するのである｡ われわれが, 科学的・経験的に根拠のある生存上の基本要求

という光の中で, 目標選択と優先度の確定のプロセスにそなえる度合いによって, 生命維持

と生存達成を目標に選びとるのである｡ 一言でいえば, われわれは目標の選択に人間性を賦

与し, 計画の過程に [実質的な] 合理的基礎を与えるのである (��������������訳����)｡
社会的選択・集合的意思決定において, 最小許容限度それ自体が政策目標となるのではなく,

政策目標およびその社会的な優先順位を決定する判断材料を提供するに過ぎないということで

ある｡ 繰り返しになるが, 最小許容限度と, それによって提供される情報に対する社会的評価

・社会的価値判断の両方によって実質的合理性は成り立つことになる��)｡
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��) カップはこの最小許容限度ができる限り最小の費用で達成されるべきだと主張する｡
もしこの点 [最小許容限度が重要な基準であること] が認められるならば, ひとたび一致をみた

社会的最低限 [最小許容限度] を維持することは, 文字どおり技術的な問題となる｡ こうした技術

的問題は, 経済問題と違って, 最小の資源消費で成果を達成する原則に合致する点で最適手段の選
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

択に関しては, ほとんどあるいはまったく疑問の余地が残らない｡ すなわち, 安全な社会的最低限
・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

を維持することは, この基準がひとたびはっきり規定され社会的な同意をえれば, あとは今まで通

り費用が過大にならないように注意し, 技術者たちがその技術的効率を監視するだけでよいだろう

(���������������訳�����)｡
環境の貨幣的評価の不可能性を前提とし, 利潤・効用最大化に替わる最適化問題として費用最小化

アプローチの有効性を議論した代表的な論者は, 本稿で取り上げているクネーゼを筆頭に, 同時代に

クネーゼの水質管理論に対抗する形で汚染権 (��������������) の市場取引を提唱した����デイ
ルズ (���������), およびクネーゼの議論を引き継ぐ形で後に費用最小化アプローチをボーモル＝
オーツ税として定式化した����ボーモルと����オーツ (������������������) である｡ し



ここまで論じてきたように, カップは環境破壊の本質として累積的因果関係を挙げ, 経済学

的効率性に基づいた最適汚染水準の達成の非現実性を指摘した｡ そして, 経済的効率性を所与

の目的とする形式的合理性の代替されるべき学問的態度として, 目的の妥当性・目的形成のプ

ロセスをも議論の視野に含める実質的合理性の重要性を主張した｡ 実質的合理性の基準は最小

許容限度によって提供される｡ カップは, 自然科学的知見にもとづいた最小許容限度と, その

社会的評価・社会的価値判断を通じた合意形成を提起することで, 実質的合理性に接近できる

と論じた｡ 次節では, このようなカップの社会的費用論の枠組みから, クネーゼの物質収支ア

プローチの再検討を行なう｡�. カップの視点からみるクネーゼ
クネーゼの物質収支アプローチは, カップが外部不経済論批判, ひいては主流派経済学批判

の道具として用いた累積的因果関係, 実質的合理性, 最小許容限度という概念と非常に近い観

点から, 外部不経済論の修正を迫ろうとする試みであった｡

第一に, クネーゼはカップの累積的因果関係論的環境観を共有していたと言ってよい｡ クネ

ーゼの環境評価および経済学的効率性への諦めは, 環境破壊の相互依存性および ｢累積的 (非

線形的)｣ 性格を認識していたからに他ならない｡ クネーゼは次のように述べている｡ ｢……外

部不経済は, 人口が少なく, 経済的に発達していない状況では, 量的に無視可能であるが, 人

口の増加と生産水準の増大と共に (つまり, 自然の希釈能力と浄化能力の容量が使い果たされ

るにつれて), 累進的 (非線形的) に重要なものとなっていく｣ (�������������������),
｢外部不経済が急速に (非線形的に) 増大し, 経済と人口の成長と共により広範なものとなる｣

(��������������������)｡
第二に, 適応可能性・柔軟性, および利害関係者の意志を政策に反映させる代表制を備えた

制度の重要性を指摘している点である｡ Ⅳ節で述べたように, 物質収支アプローチによれば,

政策目標・政策手段はマテリアル・フローに依存する｡ 言うまでもなく, マテリアル・フロー

は地域の経済構造, 生態系システムの変化と共に変化する｡ したがって, 複雑・動態的な経済

構造, 生態系システムの変化を, マテリアル・フローという自然科学的・客観的情報を通じて

政策目標・政策手段に反映させる適応可能性・柔軟性を備えた制度が求められることになる｡

さらに, 政策目標・政策手段に利害関係者の意志を反映させる意思決定システム, つまり代表

制にもとづく集合的選択が制度に組み込まれている必要が論じられた｡ ４節２項で論じたよう

に, 利害関係者の意志とは, 共有資源管理をめぐる社会的評価・社会的価値判断に他ならない｡

クネーゼによれば, 共有資源管理の政策目標, 政策手段は自然科学的・客観的情報であるマテ
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かし, 彼ら以前に, 上記の通りカップが政策目標を最小費用で行なう重要性を指摘していた事実は認

識しておく必要があるだろう｡



リアル・フローと, 社会的評価・社会的価値判断である利害関係者の意志の双方によって決定

される｡ したがって, 政策目標と政策手段を決定・実行する政策主体・組織は, マテリアル・

フローと, 利害関係者の意志という次元の異なる２種類の情報を集約し, 分析する機能を有し

ていなければならない｡ このクネーゼの議論はまさに, 目的を所与とせず, 目的妥当性と目的

形成プロセスを常に問い, 最小許容限度によって提供された科学的・客観的情報と, 社会的評

価・社会的価値判断にもとづいた合意形成を実現するカップの実質的合理性を制度に求めてい

ることに他ならない｡

第三に, 諦めた経済的効率性の代替的な目標として, 環境基準を主張している点である｡ 物

質収支アプローチはあくまでこの政策目標としての環境基準の設定を, マテリアル・フローを
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・

通じていかに経済学の枠組みに取り込むかという試みだった｡ ここで注意しなければならない
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

のは, カップの最小許容限度とクネーゼの環境基準は同義ではないということである｡ 前節で

述べたように, カップの最小許容限度は自然科学的根拠にもとづいた人間の生存条件となる閾

値であり, それによって得られる情報を社会的評価・社会的価値判断によって選択されたもの

が政策目標となる｡ クネーゼの環境基準は, 第一に自然科学的知見である域内マテリアル・フ

ローの把握によって, 第二に域内の利害関係者の意志 (社会的費用・便益の配分) の反映によ

って設定されるものであった｡ 敢えて対応させるとすれば, 前者の手続きによって最小許容限

度が導かれると言えるだろう｡ 言い換えれば, 自然科学的根拠によって導き出された指標が最

小許容限度であり, その最小許容限度を踏まえて, 社会的評価・社会的価値によって選択され

た政策目標が環境基準となるのである｡ いずれにせよ, クネーゼ, カップにとって, 政策目標

である環境基準が自然科学的知見と社会的評価・社会的価値判断の双方に依拠して決定される

べきであることが共通の認識であることは間違いない��)｡
以上の議論から, クネーゼの物質収支アプローチの意義をより正確に捉えるために, なぜ本

稿で敢えてカップの社会的費用論と比較するという方法を採ったかということが明確になって

くるはずである｡ ここまでの議論で明らかな通り, クネーゼとカップは議論の出発点と着地点

を共有している｡ 出発点とは, 環境 (貨幣) 評価の不可能性であり, 着地点とは, 制度分析で

ある｡ カップの場合, 出発点である環境評価の不可能性を累積的因果関係を用いて説明し, 着

地点である制度分析を実質的合理性と最小許容限度によって, つまり最小許容限度によって提

供された科学的・客観的情報に加え, 社会的評価・社会的価値判断にもとづいた合意形成を実

現する実質的合理性を用いて説明した｡

一方, クネーゼの物質収支アプローチは, 環境評価の不可能性に始まり制度分析に着地する

という議論としてこれまで十分に理解されてこなかった｡ なぜなら, 水質管理論との連続性が
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��) 一方で, 環境基準を最小の費用で実現する政策手段として, クネーゼが地域自治組織 (｢流域圏管

理機関｣) による課徴金の優位性を論じているのに対し, カップは国家による直接規制を主張してい

る (���������)｡



全く無視されてきたからである｡ １節で示したとおり, 水質管理論で示された主要な論点は①

維持すべき水質基準をどのように設定するか, ②維持すべき水質基準を達成する, 最も望まし

い方法は何か, ③水質管理を行なう上で最も望ましい制度・組織は何か, の三点であった｡ こ

れらの論点は物質収支アプローチにおいて, ①維持すべき環境基準をどのように設定するか,

②維持すべき環境基準を達成する望ましい方法は何か, ③共有資源の管理を行なう上で最も望

ましい制度・組織は何か, という普遍化された形で継承されている｡ 物質収支アプローチは,

特に①, ②をマテリアル・フローという観点から掘り下げようとした議論であったことは既に

述べたとおりである｡ 水質管理論から連続しているこうした構造は, 物質収支アプローチの議

論のみに目を向けている限り, 簡単には浮かび上がってこない｡ 物質収支アプローチの研究に

おいて, その構造が明確に論じられているとは言い難いからである｡ その構造が見えていなか

ったからこそ, 物質収支アプローチにおける政策的な議論がこれまで見過ごされてきたと言っ

ても過言ではない｡

そして, 物質収支アプローチの構造を体系立てて解釈する契機を与えたのが, カップの社会

的費用論の背景にあった三つの概念である｡ カップの出発点である累積的因果関係と着地点で

ある実質的合理性, 最小許容限度という概念を用い, クネーゼの物質収支アプローチを相対化

することで, 水質管理論から連続する構造をより明確に浮かび上がらせることが可能になる｡

カップの社会的費用論の背景にあった三つの概念を用いて, 物質収支アプローチの構造が体系

的に説明可能な点に着目することで, 物質収支アプローチの議論が環境評価の不可能性に始ま

り, 制度分析に行き着いていることを我々は確信できるからである｡ すなわち, カップの社会

的費用論との比較を通じてこそ, 我々はクネーゼの物質収支アプローチにおける政策論的側面

がもつ意義を, 改めて確認することができたと言えよう｡ エコロジー・エントロピー経済学の

系譜ではなく, 近年制度派経済学に属すと見られているカップを触媒として, 先行研究におけ

る位置づけとは全く別の系列でクネーゼの物質収支アプローチを再解釈しようとすることの意

義はこの点に存在する｡

一方で, クネーゼとカップの違いについても改めて確認しておく必要がある｡ 上記の通り,

クネーゼとカップは, 議論の出発点と着地点を共有していたと言える｡ しかし, そのプロセス

は決定的に異なっている｡ 本稿の検討から分かるとおり, クネーゼは主流派経済学の中心的な

理論的ツールである限界分析 (限界費用の均等化原理を用いた費用最小化問題) や最適化問題

にこだわり続け, 具体的な政策論を通じて外部不経済論を修正・拡張しようとした｡ 一方で,

カップは主流派経済学の枠組みの外側の概念である累積的因果関係や実質的合理性などを用い

て, 具体的な政策論ではなく, むしろ外部不経済論 (主流派経済学) の原理的な批判に終始し

たのである｡

����クネーゼの物質収支アプローチ ���



�. 結 論

本稿の目的は, 先行研究では論じられることのなかった側面に着目し, カップとの比較を通

じて, クネーゼの物質収支アプローチを再検討することであった｡ ここまで繰り返し論じてき

たように, クネーゼの物質収支アプローチは, 同時代人のエコロジー・エントロピー経済学と

は異なり, 経済学の枠組みを生態学や熱力学などの自然法則の観点から根本的に問い直すとい

うことよりも, 政策論的側面に比重が置かれていた｡ 言い換えれば, 廃棄過程を経済分析の対

象に含めマテリアル・フローを描いたのは, 環境基準を経済学の議論にいかに取り込むかとい

う試みであり, 経済学の根本的変革というよりむしろ経済学の拡張・修正を念頭においた議論

であった｡ つまり, 環境基準という代替的政策目標を経済学の枠組みの中でいかに論じるかと

いうことである｡

物質収支アプローチに見られた政策論的側面は, カップが社会的費用論で用いたタームを介

すことによってその意図をより明確化できるというのが, 本稿のスタンスであった｡ つまり,

累積的因果関係, 実質的合理性, 最小許容限度という概念を通じて物質収支アプローチを解釈

することで, クネーゼが物質収支アプローチで何をやろうとしていたのか, より正確に捉える

ことが可能になるということである｡

カップとクネーゼは, 環境経済学において何が重要な論点か, 非常に近いビジョンを持って

いた｡ すなわち累積的因果関係という外部不経済の素材的特性への理解と, それを起点とした,

いかに目標を形成し, 手段を選択し, 実行するかという実質的合理性および最小許容限度に至

る論理展開である｡ しかし, こうしたビジョンの親和性に反して, 一方でカップは一貫した抽

象的外部不経済論批判であり, もう一方でクネーゼは外部不経済論の拡張・修正を意図した具

体的な政策論であった｡ カップの議論に具体的な政策論は見られない｡ カップの外部不経済論

批判と共通の問題意識を, 経済学的論拠にもとづいて政策論に落とし込もうとしたのがクネー

ゼの物質収支アプローチだったと言えよう��)｡
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��) 本稿および西林 (����) で示したとおり, 環境破壊の素材的特性を真摯に受け止め, 環境破壊によ
って顕在化した経済学の意義と限界の探究に取り組み続けたカップとクネーゼが, 経路や方法論は異

なるにせよ, 環境評価の不可能性を前提とし, 最終的に制度分析の重要性に辿り着いているという点

は興味深い｡ ｢ピグー税｣ や ｢コースの定理｣ を処方箋としてきた主流派環境経済学は, 環境評価を

その研究の主要テーマとしてきた｡ 環境の便益や損害が測定できるならば, 発生した外部不経済を正

確に内部化することだけが研究課題となり, 極端に言えば, ｢ピグー税｣ と ｢コースの定理｣ 以外の

処方箋を必要としなくなる｡ 一方で, 環境評価そのものに対して問題提起を行なう研究も少なくない｡

それらの問題提起を受け止め, 改めて環境経済学について考えるとき, カップやクネーゼは, ヒント

となり得る議論を示していると言える｡ 環境問題が抱える素材的特性に改めて目を向け, それによっ

て主流派環境経済学の前提を問い直すことは, 環境経済学の多元性に貢献することを意味する｡ 今,

環境経済学説史研究に取り組む意義の一つは, この点にある｡ 環境経済学説史における, 環境評価の



参考文献������������������������(����) �����������������������������������������������������������������������������������������������‒��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������‒��������������������������������������������� (���) ����������������������������������������� ���������������������������������������������������(�)��‒���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������‒����������������������������� ������������������������� ����������������
‒���宮沢健一・後藤晃・藤垣芳文訳 『企業・市場・法』 東洋経済新報社, ����, 所収.������������������������������������������������������ �������������������������������������(�)����‒��������������(�����) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������‒�������������������������������������������������������『セミナー
経済学教室��』 所収, 神里公訳, 日本評論社, ����.������������������������������������������������������������(�)���‒���『セミナー経済学教室��』 所収, 神里公訳, 日本評論社, ����.����������������������������������������������������������� �������������������������������������(�)��‒������������‒����������������������������������������������������������������������高橋正立他訳 『エントロピー法則と経済過程』 みすず書房, ����.����������������������������������������������������������������������
篠原泰三訳 『私的企業と社会的企業』 岩波書店, ����.����������������������������������―� �������������������������������������������������������������������������������������・・�����������������������������������������������‒����『環境破壊と社会的費用』 所収, 柴田徳衛・
鈴木正俊訳, 岩波書店, ����.������������������������������������������������������������������

����クネーゼの物質収支アプローチ ���

不可能性を前提にした環境経済学の可能性については, 改めて別稿で議論する｡



��������������������������������������������������������������������������‒����『環境破壊と社会的費用』 所収, 柴田徳衛・鈴木正俊訳, 岩波書店, ����.�������������������������������� �����������������������������������������������������������������(�)���‒���『環境破壊と社会的費用』 所収, 柴田
徳衛・鈴木正俊訳, 岩波書店, ����.������ ���������・・�����������������������������������������(�)��‒���
『環境破壊と社会的費用』 所収�柴田徳衛・鈴木正俊訳�岩波書店��������������������������������������������������������������(�)����‒���
『環境破壊と社会的費用』 所収, 柴田徳衛・鈴木正俊訳, 岩波書店, ����.���������������������������������������������� �������������������������������(�)����‒���『環境破壊と社会的費用』 所収, 柴田徳衛・鈴木正俊訳, 岩波
書店, ����.������������������������������������������������������������������������������������������������(�)���‒���『環境破壊と社会的費用』 所収, 柴田徳衛・
鈴木正俊訳, 岩波書店, ����.����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������宮永昌男訳 『環境容量の

経済学』 所書店, ����.����������������������������������������������‒����������������������������������������������������������������������������������‒�������������������������������������������������������������������������������������������������(�)��‒��������������������������������������������������������������������������������(�)����‒������������������������������������������������������������������������������������������������������‒������������������������������������������‒��������������������(���)��������������������������������������������������������������������������������������������‒����������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���



�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������‒������������������������������������������������������������������������������������工藤秀明訳 『エコロジー経済学 もうひとつの経済学の歴史 』���出版, ����.���������������������������������������������������������������������������������������������������������‒���岡敏弘訳 ｢外部性に関する戦後の文献

解釈的論文｣ 松浦好治編 『｢法と経済学｣ の原点』 木鐸社, ����年所収.���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������気賀健三他
訳 『厚生経済学』 東洋経済新報社, ����.�������������������������������������������������������������������������������(�‒�)����‒�����������������������������������������������������������������小島慶三
他訳 『スモール・イズ・ビューティフル』 講談社, ����.��������������������������������������������������� ��������������������������������������������

宇沢弘文. ����. 『社会的共通資本』 岩波書店.
岡敏弘. ����. 『環境経済学』 岩波書店.

. ����. ｢経済学は環境をどう捉えてきたか ピグー, 制度派, エントロピー ｣ 経

済学史学会編 『古典から読み解く経済思想史』 ミネルヴァ書房, 所収.

工藤秀明. ����. ｢経済学と環境問題｣ 『経済学史学会年報』 ��：���‒���.
. ����. ｢エントロピーとエコロジーの経済学｣ 植田和弘・佐和隆光編 『環境の経済理論』
岩波書店, 所収.

鈴村興太郎. ����. ｢厚生経済学の系譜 ピグーの [旧] 厚生経済学からセンの福祉の経済

学まで ｣ 吉田雅明編. 『経済学の現在２』 日本経済評論社, 所収.

玉野井芳郎. ����. 『エコノミーとエコロジー』 みすず書房.
寺西俊一. ����. ｢物質代謝論アプローチ｣ 植田和弘・寺西俊一他編 『環境経済学』 有斐閣.
西林勝吾. ����. ｢����������による水質管理論 水資源管理に関する経済学的試論 ｣

『一橋経済学』 �(�).

����クネーゼの物質収支アプローチ ���



. ����. ｢����クネーゼの水質管理論にみる環境経済理論 ����カップと����コ
ースとの比較を通じて ｣ 『経済学史研究』 ��(�).

山根卓二. ����. ｢ウィリアム・カップの科学統合論と実質的合理性 『社会的費用論』 の

人間科学的再構成 ｣ 『経済学史研究』 ��(�)：��‒��.
. ����. ｢ウィリアム・カップの科学統合論と累積的因果関係論｣ 『経済学史研究』 ��(�)：��‒��.
. ����. ｢ウィリアム・カップの社会的価値の理論と ｢最小許容限度｣｣ 『経済学史研究』��(�)：��‒��.

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /A1MinchoStd-Bold
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeSongStd-Light
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Algerian
    /AndaleMonoIPA
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /BlackoakStd
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Castellar
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /Chiller-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CurlzMT
    /DFGiHi-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicP-W2-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W2-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W2-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WING-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WING-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /EccentricStd
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EmbassyJS
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /EuroSig
    /FelixTitlingMT
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /FutoGoB101Pr6-Bold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pr6-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /Futura
    /Futura-Bold
    /Futura-BoldOblique
    /Futura-Book
    /Futura-BookOblique
    /Futura-Condensed
    /Futura-CondensedBold
    /Futura-CondensedBoldOblique
    /Futura-CondensedExtraBold
    /Futura-CondensedLight
    /Futura-CondensedLightOblique
    /Futura-CondensedOblique
    /Futura-CondExtraBoldObl
    /Futura-ExtraBold
    /Futura-ExtraBoldOblique
    /Futura-Heavy
    /Futura-HeavyOblique
    /Futura-Light
    /Futura-LightOblique
    /Futura-Oblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GGothicBBBPro-Medium
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPr6-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pr6-Bold
    /GothicMB101Pr6-DeBold
    /GothicMB101Pr6-Heavy
    /GothicMB101Pr6-Light
    /GothicMB101Pr6-Medium
    /GothicMB101Pr6-Regular
    /GothicMB101Pr6-Ultra
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HatsuonKigoSHB
    /HatsuonKigoSHBBold
    /HatsuonKigoSHBBoldItalic
    /HatsuonKigoSHBItalic
    /HatsuonKigoSHBMedium
    /HatsuonKigoSHBMediumItalic
    /Helvetica
    /HelveticaNeueLTStd-Bd
    /HelveticaNeueLTStd-Lt
    /HelveticaNeueLTStd-Md
    /HelveticaNeueLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HoboStd
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /ITCAvantGardeStd-XLtCn
    /Jokerman-Regular
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /Kartika
    /KNtodayStd-Bold-KL
    /KNtodayStd-DeBold-KL
    /KNtodayStd-Light-KL
    /KNtodayStd-Medium-KL
    /KNtodayStd-Regular-KL
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /Latha
    /LatinWide
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /Mangal-Regular
    /MaruFoPro-Bold
    /MaruFoPro-Heavy
    /MaruFoPro-Medium
    /MaruFoPro-Regular
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MesquiteStd
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPr6-MB31
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPr6-MA31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MidMiMA1Std-Bold
    /MiGoMB1Std-DeBold
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /Mistral
    /MnC2-M33
    /MnC2-M50
    /MnC2-M75
    /MnC2-Mzn
    /MnC3-M33
    /MnC3-M50
    /MnC3-M75
    /MnC3-Mzn
    /MnC4-M33
    /MnC4-M50
    /MnC4-M75
    /MnC4-Mzn
    /MnC5-M50
    /MnC5-M75
    /MnC5-Mzn
    /MnC6-M50
    /MnC6-M75
    /MnC6-Mzn
    /MnC7-M50
    /MnC7-M75
    /MnC7-Mzn
    /MnC8-M50
    /MnC8-M75
    /MnC8-Mzn
    /MnCA2-M50
    /MnCA2-Mzn
    /MnCA2-P50
    /MnCA2-P84
    /MnCA3-M50
    /MnCA3-Mzn
    /MnCA3-P50
    /MnCA3-P84
    /MnCA4-M50
    /MnCA4-Mzn
    /MnCA4-P50
    /MnCA4-P87
    /MnCA5-M50
    /MnCA5-Mzn
    /MnCA5-P50
    /MnCA5-P87
    /MnCA6-M50
    /MnCA6-Mzn
    /MnCA6-P50
    /MnCA6-P88
    /MnCA7-M50
    /MnCA7-Mzn
    /MnCA7-P50
    /MnCA7-P88
    /MnCA8-M50
    /MnCA8-Mzn
    /MnCA8-P50
    /MnCA8-P91
    /MnCB2-M50
    /MnCB2-Mzn
    /MnCB2-P50
    /MnCB2-P72
    /MnCB3-M50
    /MnCB3-Mzn
    /MnCB3-P50
    /MnCB3-P72
    /MnCB4-M50
    /MnCB4-Mzn
    /MnCB4-P50
    /MnCB4-P74
    /MnCB5-M50
    /MnCB5-Mzn
    /MnCB5-P50
    /MnCB5-P74
    /MnCB6-M50
    /MnCB6-Mzn
    /MnCB6-P50
    /MnCB6-P75
    /MnCB7-M50
    /MnCB7-Mzn
    /MnCB7-P50
    /MnCB7-P75
    /MnCB8-M50
    /MnCB8-Mzn
    /MnCB8-P50
    /MnCB8-P78
    /MnChB6-P85
    /MnG3-M33
    /MnG3-M50
    /MnG3-M75
    /MnG3-Mzn
    /MnG4-M33
    /MnG4-M50
    /MnG4-M75
    /MnG4-Mzn
    /MnG5-M50
    /MnG5-M75
    /MnG5-Mzn
    /MnG6-M50
    /MnG6-M75
    /MnG6-Mzn
    /MnIpA3-Mzn
    /MnIpA5-Mzn
    /MnIpB3-M50
    /MnIpB3-Mzn
    /MnIpB5-M50
    /MnIpB5-Mzn
    /MnIpC2-Mzn
    /MnIpC3-Mzn
    /MnIpD3-M50
    /MnIpD3-M75
    /MnIpD3-Mzn
    /MnIpD4-M50
    /MnIpD4-M75
    /MnIpD4-Mzn
    /MnIpD5-Mzn
    /MnIpE3-M50
    /MnIpE4-M50
    /MnIpF3-M50
    /MnIpF4-M50
    /MnIpFA-M50
    /MnIpFB-M50
    /MnIpG3-M50
    /MnIpG4-M50
    /MnIpH3-M50
    /MnIpH4-M50
    /MnIpI3-M50
    /MnIpI4-M50
    /MnIpJ1-M50
    /MnIpJ3-M50
    /MnIpK2-M50
    /MnIpK2-M75
    /MnIpK3-M50
    /MnIpK3-M75
    /MnIpL3-M75
    /MnIpM1-M50
    /MnIpN3-M50
    /MnIpO5-M50
    /MnIpP7-M50
    /MnIpQ3-M50
    /MnIpR4-M50
    /MnIpS3-M50
    /MnIpT2-M50
    /MnIpT4-M50
    /MnIpT6-M75
    /MnIpU5-M75
    /MnIpV2-M75
    /MnIpV5-M75
    /MnIpW2-M50
    /MnIpX4-M50
    /MnIpY9-P82
    /MnIpZ1-M33
    /MnIpZ1-M50
    /MnIpZ1-M75
    /MnIpZ1-Mzn
    /MnM2-M33
    /MnM2-M50
    /MnM2-M75
    /MnM2-Mzn
    /MnM3-M33
    /MnM3-M50
    /MnM3-M75
    /MnM3-Mzn
    /MnM4-M33
    /MnM4-M50
    /MnM4-M75
    /MnM4-Mzn
    /MnM5-M50
    /MnM5-M75
    /MnM5-Mzn
    /MnM6-M50
    /MnM6-M75
    /MnM6-Mzn
    /MnMr2-M33
    /MnMr2-M50
    /MnMr2-M75
    /MnMr2-Mzn
    /MnMr3-M33
    /MnMr3-M50
    /MnMr3-M75
    /MnMr3-Mzn
    /MnMr4-M33
    /MnMr4-M50
    /MnMr4-M75
    /MnMr4-Mzn
    /MnMr5-M50
    /MnMr5-M75
    /MnMr5-Mzn
    /MnMr6-M50
    /MnMr6-M75
    /MnMr6-Mzn
    /MnMr7-M50
    /MnMr7-M75
    /MnMr7-Mzn
    /MnMr8-M50
    /MnMr8-M75
    /MnMr8-Mzn
    /MOClearToneSG-Bold
    /MOClearToneSG-DemiBold
    /MOClearToneSG-Light
    /MOClearToneSG-Medium
    /MOClearToneSG-Regular
    /Modern-Regular
    /MOGBlock-Regular
    /MOGCentury-Bold
    /MOGCentury-BoldItalic
    /MOGCenturyOld-Italic
    /MOGCenturyOld-Roman
    /MOGCenturyPhonetic-Regular
    /MOGRomajiA-Light
    /MOGRomajiA-Medium
    /MOGRomajiA-Regular
    /MOGRomajiB-Light
    /MOGRomajiB-Medium
    /MOGRomajiB-Regular
    /MOKei-StyleA-A
    /MOKei-StyleA-B
    /MOKei-StyleA-C
    /MOKei-StyleA-D
    /MonotypeCorsiva
    /MP-16DOT
    /MP-16SYS
    /MP-OriginalGaiji
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MtnCentury-Bold
    /MtnCentury-Bold-It
    /MtnCentury-Light
    /MtnCentury-Light-It
    /MtnCentury-Medium
    /MtnCentury-Medium-It
    /MtnGothic-Bold
    /MtnGothic-Medium
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NtodayStd-Bold-KL
    /NtodayStd-Bold-KS
    /NtodayStd-DeBold-KL
    /NtodayStd-DeBold-KS
    /NtodayStd-ExLight-KL
    /NtodayStd-ExLight-KS
    /NtodayStd-Heavy-KL
    /NtodayStd-Heavy-KS
    /NtodayStd-Light-KL
    /NtodayStd-Light-KS
    /NtodayStd-Medium-KL
    /NtodayStd-Medium-KS
    /NtodayStd-Regular-KL
    /NtodayStd-Regular-KS
    /NtodayStd-Ultra-KL
    /NtodayStd-Ultra-KS
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /OceanSansStd-Bold
    /OceanSansStd-BoldExt
    /OceanSansStd-BookExt
    /OceanSansStd-BookSemiExt
    /OceanSansStd-LightExt
    /OceanSansStd-SemiboldExt
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Playbill
    /PM-CB
    /PM-CBI
    /PM-CO
    /PM-COI
    /PMingLiU
    /PM-K2
    /PM-K3
    /PM-K4
    /PM-KIGOU
    /PoorRichard-Regular
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPr6-Bold
    /RyuminPr6-ExBold
    /RyuminPr6-ExHeavy
    /RyuminPr6-Heavy
    /RyuminPr6-Light
    /RyuminPr6-Medium
    /RyuminPr6-Regular
    /RyuminPr6-Ultra
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ScriptMTBold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /ShinGoPr6-Bold
    /ShinGoPr6-DeBold
    /ShinGoPr6-ExLight
    /ShinGoPr6-Heavy
    /ShinGoPr6-Light
    /ShinGoPr6-Medium
    /ShinGoPr6-Regular
    /ShinGoPr6-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-DeBold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /ShueiMinPr5-L
    /ShueiMinPro-B
    /ShueiMinPro-M
    /ShueiShogoMStd-H
    /Shuuei3Std-Bold
    /Shuuei3Std-ExBold
    /Shuuei3Std-ExHeavy
    /Shuuei3Std-Heavy
    /Shuuei3Std-Light
    /Shuuei3Std-Medium
    /Shuuei3Std-Regular
    /Shuuei3Std-Ultra
    /Shuuei5Std-Bold
    /Shuuei5Std-ExBold
    /Shuuei5Std-ExHeavy
    /Shuuei5Std-Heavy
    /Shuuei5Std-Light
    /Shuuei5Std-Medium
    /Shuuei5Std-Regular
    /Shuuei5Std-Ultra
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SnapITC-Regular
    /Stencil
    /StencilStd
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TakaHandStd-Bold
    /TakaHandStd-DeBold
    /TakaHandStd-Heavy
    /TakaHandStd-Light
    /TakaHandStd-Medium
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Phonetic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /UDReiminPro-Bold
    /UDReiminPro-ExBold
    /UDReiminPro-Heavy
    /UDReiminPro-Light
    /UDReiminPro-Medium
    /UDReiminPro-Regular
    /VectoraLTStd-Black
    /VectoraLTStd-Light
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


